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	無痛分娩を始める前に　
	①硬膜外麻酔導入・穿刺
	・穿刺部位：L3/4がファーストチョイス　（どうしても入らないときはL2/3で） ・体位：座位か側臥位　基本は座位 ・穿刺：正中法 ・カテーテル留置：4cm留置　脂肪がおおいときは5cm留置
	＜カルテ記載＞ ・麻酔開始、手術開始、手術終了、麻酔終了を記載 ・カテーテル挿入の情報を記載する。（穿刺部位、皮下◎㎝、留置◎㎝、トータル◎㎝留置、テストドーズ◎ml、穿刺前後のNRS、冷感鈍麻レベル）


	※麻酔導入時に子宮口全開等、 痛みをすぐに取りたい時　　
	②麻酔開始
	〈無痛分娩開始〉
	＜確認事項＞ ・輸液がつながっているか ・モニター接続　バイタル確認：無痛分娩管理中、局所麻酔投与時は基本的に5分間隔で測定。担当医は薬液投与から30分は必ず近くで診察対応できるようにする。 ・無痛分娩緊急セットがあるか ・NRS ・吸引テストで髄液なし血液なし

	③麻酔開始(初期鎮痛)
	＜イニシャルドーズ＞

	※鎮痛作用が足りなさそうなときはこちらで投与
	③麻酔開始(初期鎮痛)
	③麻酔維持
	子宮口 8cm～全開大から分娩までの鎮痛
	※子宮口全開大からの分娩第二期では、麻酔が必要な領域は主に S 領域（S2～S4）となる。

	③麻酔維持　突発痛の対応　
	③麻酔維持　突発痛の対応　
	無痛分娩中の管理について
	無痛分娩中の管理について
	〈オーバーナイトで硬膜外鎮痛を必要とする場合の管理〉  ⅰ)経口摂取の希望があり嘔気がなければ軽い食事（無痛分娩メニュー）は摂取可とする。希望がなければ 輸液(ソルデム3A、5%ブドウ糖など)で対応する。  ⅱ)運動遮断がなければトイレ歩行可。歩行困難なら承諾の上尿道バルーンカテー テル挿入も可。承諾がなければ導尿で対応する。  ⅲ)分娩監視装置は陣痛間欠が長く胎児心拍レベルに問題なければ除去可。  ⅳ)分娩室に余裕がなければ病室での管理も可。その場合心電図モニター、SPO2 モニターを装着する。

	④無痛分娩終了後
	PCAスマートポンプについて
	早期に判断すべき麻酔副作用
	＜トータルスパイナル、ハイスパイナル＞

	早期に判断すべき麻酔副作用
	＜局所麻酔薬中毒＞→局所麻酔薬の血管内投与、極量を超えた投与に注意

	局所麻酔中毒治療：イントラリポス
	＜導入後の胎児一過性徐脈、過強陣痛を疑うとき＞
	緊急帝王切開術への移行
	注意＜薬液投与前のルーチン業務＞
	看護対応マニュアル　助産師・看護師編 ☆詳しいチェック項目等は無痛分娩看護マニュアルを参照してください
	看護対応マニュアル　助産師・看護師編
	看護対応マニュアル　助産師・看護師編　チェック項目
	【無痛分娩開始後の１時間おきのチェック項目】 ＜痛みの確認＞ □　NRS  ＜バイタルの確認＞ □　血圧，心拍数，SPO2，意識状態にかわりはないか ＜トータルスパイナル，ハイスパイナルの症状確認＞ □　氷を乳房と臍の間にあてて冷たいと感じることができるか ＜下肢の運動障害のチェック＞ □　膝立をすることができるか ＜局所麻酔薬中毒の初期症状確認＞

	看護対応マニュアル　助産師・看護師編　チェック後の対応
	＜痛みが取れていない＞ ・お腹が痛い時は臥位にしてPCAボーラス ・恥骨，肛門が痛いときは座位にしてPCAボーラス ・ボーラスをした20分後も痛みが変わらない場合，氷をあてて冷たい場所を確認する。臍下や足どこも冷たく感じるときは，チューブが抜けていたり，血管内に迷入していたり硬膜外腔内に入っていない可能性がある。 ・チューブの抜けを確認，ポンプ停止，局所麻酔薬中毒症状（唇のしびれ，金属味，多弁，興奮，耳鳴り，けいれん），バイタルをチェックし担当医にコール

	看護対応マニュアル　助産師・看護師編　チェック後の対応
	＜局所麻酔薬中毒を疑う症状あり＞ ・ポンプ停止 ・担当医コール ・救急カート，イントラリポス準備
	ルート確保
	救急カート，無痛分娩緊急薬剤ボックス，酸素マスク準備
	エフェドリン，ネオシネジン，ニトログリセリンがいつでも引けるように準備


	麻酔域の確認
	運動神経ブロック評価（Bromage スケー ル）
	局所麻酔
	局所麻酔薬極量
	ニトログリセリン使い方
	※ニトログリセリンの産科麻酔使用について　 用法：初回投与 0.1mg，追加投与 1 回当たり0.05mg ➡生食9ml+ニトロ（5㎎/10ml）1ml＝0、05㎎/mlにして使用。初回2ml、追加投与1mlとなる

	➡ 局所麻酔の添加物　なぜ入れるのか

